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観光交流
センター
観光交流
センター

　町では、まちづくり交付金を活用し、都市公園ハイウェーパークの整備を進めてまい
りましたが、１０月２３日（金）に開園することとなりました。
　この公園は壬生パーキングエリア（壬生ＰＡ）に連結していて、高速道路利用者と一
般道利用者が交流することができる※ハイウェイオアシスとなっております。
　町のほぼ中心に位置するこの公園は、町の情報発信・観光交流を目的とし設置された
施設で、観光交流センター『みらい館』を場内に建築し観光交流の拠点となる施設です。

速自動車道の休憩施設と都市公園とを
一体的に整備し、高速自動車道利用者

に潤いのあるスペ
ースを提供すると
ともに、都市公園
の利用増進を図る
施設です。

ハイウェイオアシスとは？

みらい館全景

高

問合せ先　ハイウェーパーク『みらい館』　壬生町大字国谷1870-2　　　0282-82-3591
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町の情報発信・地域の活性化を目指して

みぶハイウェイパーク平面図

みらい館

一般駐車場

第2駐車場
上り

第2駐車場
下り

壬生PA
上り

壬生PA
下り

倉　庫

食工房

トイレ

ギャラリー２
ギャラリー１

展示休憩スペース

情報提供コーナー

●ギャラリー１
　地域産業の活性化を図るため、町内特産品を
紹介販売するスペースです。

●ギャラリー２
　安全・安心な農産物の提供を目的として
地域の農産物・加工品を販売します。

●食工房
　本施設の集客力向上と地域産業の活性化を
図り、軽食を提供するスペースです。

●情報提供コーナー
　町の各種情報や県内の情報を多数の方々に
発信していくスペースです。

●展示休憩スペース
　ドライバーの方々の憩いの空間と各種の
展示を行うスペースです。



自主財源
56.6％

依存財源
43.4％
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町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財
政
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

税
金
な
ど
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
利
用
さ
れ
た
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
、
決
算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算
の
概
要
◆

　
平
成
20
年
度
当
初
予
算
編
成
時
の
町
財
政
は
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
は
か
る
比
率
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
が
８
８.

３
％
に
上
昇
す
る

な
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
み
、
地
方
交
付
税
が
数
年
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
た
も
の
の
、
歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
に
つ
い
て
は
税
制
改
正
の

影
響
に
よ
り
個
人
住
民
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
下
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
町
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
で
あ
る
「
壬
生
町
第
５
次

総
合
振
興
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く

生
活
の
安
全･

安
心
を
基
本
に
、
個
性
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
の

形
成
に
向
け
て
社
会
資
本
の
整
備
は
も
と
よ
り
高
齢
化
社
会
・
少
子
化

対
策
、
産
業
の
振
興
、
人
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
教
育
問
題
へ
の
対
応

な
ど
喫
緊
の
重
要
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
次
第
で
す
。
　

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
１
２
億
８
千
万
円
で
、

そ
の
後
発
生
し
た
行
政
需
要
及
び
国
・
県
支
出
金
の
増
減
な
ど
に
対
応

し
３
回
の
補
正
を
行
い
、
最
終
予
算
額
は
平
成
19
年
度
か
ら
の
繰
越

明
許
費
を
含
め
１
２
１
億
９，
９
５
８
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１

１
５
億
６，
１
６
７
万
５
千
円
、
歳
出
総
額
１
０
７
億
３，
６
７
３
万
８

千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
が
４
億
４，
６
８
３
万
４
千

円
（
４．
０
％
）、
歳
出
が
８，
９
１
５
万
８
千
円
（
０.

８
％
）
と
そ
れ

ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
決
算
報
告
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（単位：千円）

その他
619,939

町　税
5,064,764  

地方交付税
1,853,450 

国庫支出金
1,122,727

町債
647,300 

県支出金
615,760 

繰越金
467,262 

地方消費税交付金
340,471

諸収入
299,323

使用料及び手数料
271,532

繰入金
259,147 

合計115億6,167万5千円歳入の内訳

歳入の内訳
（財源区分別）

地方譲与税
分担金及び負担金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金

192,284
161,754
98,391
69,091
34,002
22,348
22,069
7,909
7,025
4,072
994

その他の内訳

自動車取得税交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

0.9％
0.6％
0.3％
0.2％
0.1％
0.1％
0.0％

1.1％
0.3％
0.3％
0.2％
0.2％
0.1％
0.1％

繰入金　　　　　　2.2％
分担金及び負担金　1.4％
財産収入　　　　　0.2％
寄附金　　　　　　0.0％

町　税
43.8％

繰越金 4％
諸収入 2.6％使用料及び手数料 2.4％

その他 3.8％

地方交付税 16％

国庫支出金 9.7％

町債 5.6％

県支出金 5.3％

地方消費税
交付金 2.9％

地方譲与税 1.7％ その他 2.2％
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（単位：千円）

歳出の内訳
（性質別経費）

合計107億3,673万8千円歳出の内訳

議会費
災害復旧費
労働費

123,365
220
103

その他の内訳

投資及び出資金・貸付金
積立金
維持補修費

1.8％
1.3％
0.7％

その他の内訳

商工費
326,558

その他
123,688 民生費

2,963,489

土木費
1,939,700

総務費
1,349,675

教育費
1,102,662

衛生費
971,719

公債費
932,075

消防費
630,712

農林水産業費
396,460

人件費
19.5％

普通建設事業
15.9％

繰出金
15.4％

物件費
15.3％

補助費等
9.8％

公債費
8.7％

その他3.8％

扶助費
11.6％

町民一人（一世帯）当たりの
町税負担額 

◆一般会計決算額の推移 ◆◆◆

59,296

54,593

1,450

5,579

7,018

127,937

165,638

152,498

4,051

15,586

19,605

357,378

H21.3.31現在 住基人口：39,588人
世 帯 数：14,172世帯

（単位：円） （単位：百万円）

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

12000 

11000 

10000 

9000 

8000

10,501

10,005

11,033

10,613
10,414

9,870

10,452

9,935

11,115

10,648 

11,562

10,737

歳入 歳出
一人当たり
の負担額

一世帯当た
りの負担額

税金の
区　分

町 民 税

固　　定
資 産 税

軽自動車
　 税

町たばこ
　 税

都　　市
計 画 税

合　　計
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7,422,693

7,258,455

7,056,503

6,833,620

6,675,578

（単位：千円）

43億8,184万9千円

20億5,879万1千円

133万1千円

3億6,328万9千円

17億3,662万3千円

7億2,040万6千円

2億5,432万3千円

2億209万8千円

3,422万4千円

63万3千円

1,857万2千円

1,150万4千円

1,146万5千円

581万円

41億7,975万1千円

20億2,456万7千円

69万8千円

3億4,471万7千円

17億2,511万9千円

7億894万1千円

2億4,851万3千円

◆ 特別会計の決算状況 ◆

◆ 水道事業会計の決算状況 ◆

◆ 地方債現在高（平成20年度末現在）◆◆地方債現在高の推移（一般会計分）◆

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、減債積立金取り崩し額、損益勘定留保資金等で補てんしました。

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入

一般単独事業債
14億1,978万7千円
一般廃棄物処理事業債
11億426万4千円

上水道事業債
23億4,566万8千円

公共下水道事業債
74億2,596万3千円

農業集落排水事業債
32億169万6千円

臨時財政対策債
23億7,857万6千円

一般会計

水道事業
会計

公共下水
道

事業
特別会計

農業集落

排水事業

特別会計

財源対策債
5億907万1千円
一般補助施設
整備等事業債
3億1,090万円

学校教育施設等
整備事業債
2億7,327万1千円

一般会計その他町債
1億6,028万7千円

減税補てん債
5億1,942万2千円

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

8,000,000

7,500,000

7,000,000

6,500,000

6,000,000

収益的収入

5億4,472万2千円

資本的収入

2億670万8千円

収益的支出

4億4,485万5千円

資本的支出

4億7,767万8千円

特 別 損 失

689万1千円

※収支不足額

2億7,097万円

純　利　益

9,297万6千円

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計
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町有財産
壬 生 町 の 財 産

　町の所有に属するあらゆる財産のことで、土地や建物・
有価証券などの公有財産、特定の目的のために積立てや
運用を行う基金、金銭の給付を目的とする町の権利であ
る債権、町が使用するために保管している備品や消耗品
などがあります。
　主な財産は次のとおりです。

48億3,674万4千円
　町が条例に基づき設置するもので、ある目
的のために財産を維持し、資金を積立てるた
めの基金と、定額の資金を運用するための基
金の２種類に大別されます。

　年度間の財源のバランスをとることを目的
とした積立金で、ある年度に税金の収入が大
きく減少したり、災害の発生により突発的な
支出が生じる場合などに備えて、決算剰余金
が生じた年度などに積立てておく基金です。

　町の借金である地方債の返済に充てること
を目的とし、地方自治法に基づいて設置され
ている基金です。この基金により、収入の減
少があっても計画的に地方債の返済を行うこ
とができます。

　ある目的のために資金を積立てる基金の一
つで、庁舎の建設資金に充てるため設置され
ています。

基 金
1,371,712.85㎡

　主なものとしては、総合公園、聖地公園、
各小中学校の敷地、
総合運動場などが
あります。     

土 地

5,247万8千円
　公有財産の一つで、公益法人や株式・有限
会社等の出資又は出捐に伴う町の権利のこと
で、財団法人等に対する出捐金も含まれてい
ます。  

129,410.83㎡
　主なものとしては、役場庁舎、清掃センタ
ー、おもちゃ博物館、町営住宅、各小中学校
の校舎、中央公民館
などがあります。

建 物

並 木 杉出 資 に よ る 権 利

財政調整基金 12億5,099万6千円

減債基金　　   5億1,112万3千円

庁舎建設基金 13億4,004万円

1　本
　特別天然記念物である日
光杉並木街道を保護するため、
平成10年度よりオーナーに
なっています。



48,300千円
95,609千円

57,923千円
9,450千円

8,249千円
15,057千円
34,864千円
23,205千円
8,436千円
165,725千円

4,613千円
11,967千円
5,063千円

2,200千円

494千円
216,297千円
6,286千円
15,181千円

23,190千円

166,250千円
13,260千円

13,000千円
49,823千円

71,541千円
85,116千円
42,388千円
10,465千円
47,470千円
178,841千円
121,462千円
78,736千円
528,288千円
34,023千円
44,799千円

428,758千円
11,321千円
15,088千円

490,933千円
7,184千円
65,039千円

8,519千円
7,593千円
43,693千円

88,903千円

23,583千円
6,801千円

5,656千円

9,946千円
1,687千円
10,237千円

40,754千円
12,745千円
865千円

49,666千円
4,443千円

8,658千円
6,544千円

4,843千円

5,219千円
1,782千円

2,125千円

1,474千円

24,027千円

3,371千円

39,985千円

11,844千円
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　・焼却施設運転管理業務委託事業
　・ごみ収集及び運搬業務委託事業
　・不燃･粗大ごみ等中間処理業務委託事業

　・清掃センター改修等工事
      　中央監視制御機器修繕工事
　・環境センター維持管理事業
　・浸出水処理施設運転管理委託事業
　・クリーンセンター維持管理事業
　・し尿処理施設運転管理業務委託事業
　・汚泥処理業務委託事業
　・中間処理施設整備事業
　　　　　　（旧清掃センター解体工事）

　・水田農業構造改革対策事業
　・みぶ･アグリチャレンジャー支援事業
　・平地林保全対策事業
　　　わんぱく睦っ子の森、わんぱく北っ子の森管
　　　理委託料等
　・都市と農村の交流促進事業
　　　いなばの郷いちご狩りふれあいフェスティバル、
　　　下稲葉コスモス街道花まつり、はにしの里ふ
　　　れあい花まつりに助成
　・明るく安全な里山林整備事業
　・農業集落排水事業特別会計繰出金
　・県単独農業農村整備事業
　・地籍調査事務費（藤井地区）

　・商工業振興補助事業
　　　商品券発行事業、蘭学通りまつり等に助成
　・中小企業融資制度事業
　・産業振興奨励事業
　　　産業振興奨励金　3件
　・観光振興団体助成事業
　・おもちゃ博物館維持管理事業
　　　　　　　　（入場者　116,976人）

　・町道修繕事業
　・壬生インター北通り（№2-565号線）
　・№2-307号線
　・一級町道9号線
　・№3-550号線
　・六美地区雨水排水対策事業
　・町単独道路整備事業
　・安塚駅西広場整備事業
　・公共下水道事業特別会計繰出金
　・総合公園維持管理事業
　・東雲公園維持管理事業
　　（ふれあい交流館利用者　25,540人）
　・地域交流拠点整備事業
　・町営住宅維持管理事業
　・町営住宅改修等工事

　・石橋地区消防組合負担金
　・消防操法技術向上事業
　・消防防災拠点施設整備事業
　　　

　・外国語指導助手配置事業   （2人）
　・教育相談員配置事業　　　 （4人）
　・小学校学力向上支援事業
　　　学力向上、複式学級及び特別支援教育対応と
　　　して非常勤講師等21人を配置
　・小学校施設改修等工事
　　　壬生東小学校北校舎棟耐震補強工事
　・小学校情報教育推進事業
　・中学校学力向上支援事業
　　　学力向上、複式学級及び特別支援教育対応と
　　　して非常勤講師等6人を配置
　・中学校施設改修等工事
　　　壬生中学校プール濾過器設置工事等
　・中学校情報教育推進事業
　・マイ･チャレンジ推進事業
　・中学生国際交流推進事業
　　　オーストラリアへ28人派遣
　・幼稚園就園奨励費補助事業
　・すこやか子育て支援事業
　・学校地域支援ボランティア推進事業
　・中央公民館管理運営事業
　・中央公民館各種講座等開催事業
　　　みぶ文化教室：松居一代、山本文郎両氏によ
　　　る講演会を開催
　・南犬飼地区公民館改修等工事
　・図書等購入事業
　　（図書館利用者 53,308人　貸出件数 191,557点）
　・企画展等開催事業
　　　「北原武夫と宇野千代」展
　・文化財保護管理事業
　・埋蔵文化財発掘調査事業
　　　藤井39号墳遺跡発掘調査等
  ・生涯学習館各種講座等開催事業
　　（参加者 1,744人）
      　親子ふれあい教室、子育て支援ネットワーク事業他
  ・情報通信技術（IT）講習推進事業
　　　　　　　　　　　　（参加者 155人）
  ・運動場維持管理事業
    （利用者　運動広場　34,915人　体育館・会議室 
　　　23,951人　武道館　9,692人　テニスコート   
　　　15,990人　トレーニングルーム 3,469人）
　・運動場改修等工事
　　　総合運動場北グラウンド照明器具等交換工事
　・ふれあいプール維持管理事業
　　（利用者 50,639人）
　・ふれあいプール改修等工事
　　　せせらぎピット防水改修工事、高台ゴムチッ
　　　プ舗装工事

●農林水産業費

●商　工　費

●土　木　費

●消　防　費

●教　育　費



913千円
805千円

84,489千円
9,677千円

29,264千円
50千円

3,811千円
60,724千円

11,381千円

1,299千円

8,678千円
11,553千円
4,463千円

5,325千円
16,218千円
13,316千円

28,360千円
209,634千円
288,114千円
76,468千円
16,343千円
18,491千円
18,256千円
3,067千円

9,740千円
1,480千円

4,746千円
2,000千円

30,000千円

306,354千円
3,179千円

49,748千円
52,946千円

306,299千円
14,799千円
7,797千円

372,619千円
13,760千円
64,015千円
15,878千円

283,918千円

4,300千円
3,048千円

149千円
76,577千円
7,780千円
9,532千円
600千円

2,092千円

15,161千円
457千円

2,070千円
81,516千円

10,969千円
2,137千円
5,001千円
41,500千円

24,558千円

17,854千円

6,549千円
4,137千円

15,404千円
20,400千円
8,730千円
7,208千円

111,263千円

●議　会　費

●総　務　費

平成20年 度の主な事業実績
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●民　生　費
●衛　生　費

　・議員研修事業
　・議会だより発行事業（年4回発行） 

　・施設振興公社管理事業
　・広報発行事業
　　　広報壬生：毎月23日発行、広報みぶお知らせ版：
　　　毎月8日･23日発行
　・庁舎維持管理事業
　・まちづくり住民参画推進事業
　　　「第２期“まちづくり”住民会議」を18回開
　　　催し提言書を提出
　・定額給付金給付事業
　・情報化推進事業
　　　システム改修委託料、ソフトレンタル料、保
　　　守管理費等
　・交通指導員配置事業
　　　交通指導員及び教育指導員16人を配置
　・交通安全施設整備事業
　・おもちゃのまち駅自転車駐車場管理事業

　・防犯灯維持管理事業
　・活力ある地域づくり支援事業
　　　住民が主役の地域づくりを推進
　・徴収嘱託員設置事業（嘱託員　3人）
　・固定資産税課税用資料整備事業
　・栃木県知事選挙費

　・社会福祉協議会育成事業
　・後期高齢者医療費負担金
　・国民健康保険特別会計繰出金
　・後期高齢者医療特別会計繰出金
　・敬老金支給事業　（対象者 1,091人）
　・老人保護措置事業（措置者　　9人）
　・紙おむつ給付事業（利用者　658人）
　・町老人クラブ連合会等補助事業
　　　　　　　　　　　　　　（52団体）
　・シルバー人材センター育成事業
　・外出支援サービス事業
　　　　　　　　（延利用回数  1,801回）
　・配食サービス事業（利用者　109人）
　・生きがい活動支援通所事業
　　　　　　　　（延利用者　 1,290人）
　・老人保健福祉施設整備事業
　　　グループホーム及び小規模多機能施設の整備
　　　補助
　・介護保険事業特別会計繰出金
　・富士見荘維持管理事業
　　　　　　　　　　（利用者 3,272人）
　・授産施設むつみの森維持管理事業
　・重度心身障害者医療費助成事業
　　　　　　　　（助成件数　10,087件）

　・障害者自立支援給付事業
　・自立支援医療費　（対象者 124人）
　・障がい者交通費助成事業
　　　タクシー券交付等による交通費の助成
　・民間保育園委託事業
　・広域保育委託事業
　・保育対策促進事業等補助事業
　・放課後児童健全育成事業
　　　森の子児童クラブ、メリーランド児童クラブ、
　　　どんぐり児童クラブ、ベリーキッズクラブ、ひ
　　　いらぎ児童クラブ、睦っ子児童クラブに委託
　・児童手当扶助事業　　
　　　3歳未満児への児童手当を第1子、2子でも月額
　　　1万円に引き上げ
　・すこやか子育て支援事業（給付　43人）
　・幼児用補助装置購入費補助事業 
　　　　　　　　　　　　　（交付 212件）
　・子育て応援特別手当支給事業
　・こども医療費助成事業
　・ひとり親家庭医療費助成事業
　・妊産婦医療費助成事業
　・特定不妊治療助成事業
　　　不妊治療費の一部を助成
　・児童館管理運営事業
　・障害児通園ホームドリームキッズ管理運営事業

　・ファミリー・サポート・センター事業
　　　　　　　　　　　　　（会員 236人）
　　　育児の援助を受けたい人と行いたい人の相互
　　　援助活動を仲介する

　・在宅当番医師委託事業
　・斎場負担金
　　（悠久の丘建設負担金を含む）
　・病院群輪番制病院運営費等負担金
　・健康ふくしまつり開催事業
　・老人保健事業特別会計繰出金
　・予防接種事業
　　　麻疹、風疹、三種混合、麻疹・風疹混合、イ
　　　ンフルエンザ、日本脳炎
　・健康診査事業　
　　　ガン検診等
　・母子健診事業
    　　乳幼児健診、幼児歯科健診、妊婦健診等　
　・墓園維持管理事業
　・環境保全対策事業
　　　河川水及び特定事業場排水分析、ゴルフ場農
　　　薬環境影響調査等
　・浄化槽設置補助事業（補助 40基）
　・水道事業会計出資金
　・保健福祉センター維持管理事業
　・資源ごみ回収関係報償事業
　　　資源ごみ 607ｔ、ペットボトル 2,297,627本
　・清掃センター維持管理事業
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一般会計等（普通会計）の実質赤字の標準財政規模に対する比率

全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率

一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する比率

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき
実質的負債の標準財政規模に対する比率

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率

数値がこの基準以上になると財政健全化計画（経営健全化計画）
の策定が義務づけられ財政の改善に取り組むこととなります

数値がこの基準以上になると財政再生計画の策定が義務づけら
れ確実な財政の再生に取り組むこととなります

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

早期健全化基準
（経営健全化基準）

財 政 再 生 基 準

＊「─」は資金不足を生じていないため、数値は該当なしを表しています。

公営企業（特別会計） 数　　　値 経営健全化基準
水　道　事　業　会　計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

─
─
─

2 0 . 0 0
2 0 . 0 0
2 0 . 0 0

＊「─」は赤字を生じていない等のため、数値は該当なしを表しています。

項　　　目 数　　　値 早期健全化基準 財政再生基準
実　質　赤　字　比　率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将　来　負　担　比　率

─
─
4 . 6
─

1 3 . 8 8
1 8 . 8 8
2 5 . 0 0
3 5 0 . 0 0

2 0 . 0 0
4 0 . 0 0
3 5 . 0 0

健全化判断比率

資金不足比率

平成20年度

健全化判断
比率等の状況

平 成19年６月、「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律」が制定され、全

ての地方公共団体において平成19年度決算か
ら財政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）
の公表が義務付けられました。さらに、平成
20年度決算から早期健全化基準及び財政再生
基準、経営健全化基準を超える団体は財政健
全化計画等の策定が義務付けられ、早急に財
政の改善に取り組むこととなりました。ここ
では、平成20年度決算に基づく町の健全化判
断比率等の状況をご報告いたします。

用語の説明用語の説明
…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………
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平成21年
地 価 調 査
平成21年
地 価 調 査
平成21年
地 価 調 査

　栃木県知事から９月18日付けで平成21年地価
調査基準地の標準価格が公表されました。
　これは国土利用計画法に基づき、県知事が７
月１日を基準日として調査したものです。
　この価格が民間の土地取引の目安となり、公
共事業の用地取得の基準になります。

・栃木県総合政策部地域振興課ホームページ「とちぎのとち」
   http://www.pref.tochigi.lg.jp/town/tochi/tochi/tochi.html
・栃木県不動産鑑定士協会ホームページ　http://www.kanteishi.or.jp/index.html

第１種中高層住宅専用地域
○表町１９２８番２〔表町１１－４６〕

第１種低層住居専用地域
○大字壬生丁字六美１１７番２４
○緑町１丁目１０２２番２４〔緑町１－４－１１〕

第１種住居地域
○中央町３２７番３〔中央町２－１５〕

近隣商業地域
○中央町１３４３番７〔中央町７－１８〕

市街化調整区域
○大字羽生田字前川原２３４６番４外  
○大字下稲葉字釜ヶ渕６４番１外 

３７，９００円（前年比：－２．６％）

４３，７００円（前年比：－３．３％）
５５，５００円（前年比：－２．６％）

４７，０００円（前年比：－２．３％）

５７，６００円（前年比：－４．０％）

１５，８００円（前年比：－０．６％）
１３，７００円（前年比：－１．４％）

※　同価格については以下のホームページでもご覧いただけますのでご活用ください。

調査基準日　平成２１年７月１日
基準値の価格　１平方メートル当たりの価格
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子どものことでちょっと不安になったり、「こんなときどうするの？」って
思うことがありませんか？そんな時、ご利用ください。

■相談内容
　　乳幼児の授乳、離乳食、食事、病気、遊び、
　言葉の発達、しつけ、予防接種などの悩みにつ
　いて、保健師、看護師、小児科医師などが相談
　に応じています。
■受付時間
　・保健師等による相談
　　月曜日から土曜日（祝日、年末年始、５月30日
　　を除く）午前１０時から午後５時
　・小児科医師による相談
　　木曜日（祝日、年末年始を除く）午後２時から
　　午後４時

■相談内容
　　小さなお子さんに関する心配事、育児不安な
　どの悩み事について、相談に応じます。
■相談方法
　　電話のほかに、直接、壬生町保健福祉センタ
　ー内の子育て支援センターにお越しいただくこ
　とも可能です。
■受付時間
　月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く）
　午前８時３０分から午後５時３０分

■相談内容
　　児童の養育、心身障がい、非行、性格行動、
　不登校などの児童についての心配事や悩み事の
　相談に応じています。
■受付時間
　通年　午前９時から午後８時

メール相談 akasuku@abeam.ocn.ne.jp
ＴＥＬ　０２８－６２３－４１５２
ＦＡＸ　０２８－６２６－５７８１

ＴＥＬ　８２－８８８２

ＴＥＬ　０２８－６６５－７７８８

■相談内容
　　お子さんの急な病気やケガに関する相談に経
　験豊富な看護師が応じます。
■受付時間
　毎日　午後７時から午後１１時
■相談員
　看護師

ＴＥＬ０２８－６００－００９９
プッシュ回線、携帯電話の場合は、局番なしの
「＃８０００」でご利用いただけます。
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■相談内容
　　小児慢性特定疾患にかかっているお子さんに
　関する日常生活上の心配事などについて、難病
　相談支援員が相談を受けております。お気軽に
　ご相談ください。
■相談方法
　電話、面接（必要に応じて）
■受付時間
　月～金曜日（祝日を除く）
　午前１０時から午後４時
　（正午から午後１時休み）

■相談内容
　　保護者専用の家庭教育やしつけに関する相談
■受付時間
　毎日午前８時３０分から午後９時３０分
　〔午後９時３０分～午前８時３０分までは留守
　番電話・FAX（電話番号と同じ）で対応〕

家庭教育ホットライン
ＴＥＬ　０２８－６６５－７８６７

とちぎ難病相談支援センター
（とちぎリハビリテーションセンター1階）
ＴＥＬ　０２８－６２３－６１１３
ＦＡＸ　０２８－６２３－７２５５

■相談内容
　　児童・生徒専用のいじめや不登校、その他学
　校生活などに関する相談
■受付時間
　２４時間

いじめ相談さわやかテレホン
ＴＥＬ　０２８－６６５－９９９９

メール相談
http://www.hothotmail.jp

■相談内容
　　小さなお子さんから思春期のお子さんのから
　だや心の発育・発達に関することなど、専門ス
　タッフがご相談をお受けし、適切な指導や各種
　機関の紹介などを行っています。
■相談方法
　面接、電話、訪問
■受付時間
　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時３０分から午後５時３０分

・壬生町保健福祉センター
　ＴＥＬ　８２－３５８８
・栃木県県南健康福祉センター
　ＴＥＬ　０２８５－２２－０４８８
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栃木県小学生優秀選手陸上競技大会入賞

第36回町長杯家庭婦人
バレーボール大会
「むかい」優勝

ゆうがおマラソン
ソフトボール開催

　９月６日、壬生町総合運動場体育館にて、壬生町
家庭婦人バレーボール大会が開催され、「むかい」
クラブが優勝しました。

　９月６日、秋晴れの町総合運動場において「第
18回ゆうがおマラソンソフトボールinみぶ」が開
催されました。
　開会式のあと、朝７時30分にプレーが開始され、
初参加の「万町自治会」と「壬生ソフトガールズ」
の２チームを含む、20チーム約300人の選手・関
係者が参加しました。試合は、計10試合が行われ、
珍プレー・ファインプレーに一喜一憂し夕方６時
に終了しました。
　結果は、41回表まで行われ、ひばりチームがゆ
うがおチームを92対84で下し優勝しました。

　９月15日、栃木県総合運動公園陸上競技場において、第39回栃木県小学生優
秀選手陸上競技大会が行われました。競技は100m走や４×100mリレー等が行
われ、町内の各小学校に所属する選手が優秀な成績を収めました。
　選手たちは、夏休み期間中も厳しい練習を重ねてきました。各選手のこれか
らの活躍が期待されます。

●入賞者（敬称略）

･男子  200m…２位栗原諒（壬生小）、３位篠原立樹（羽生田小）

･男子1000m…５位粂川翔（稲葉小）

･男子4×100mリレー…２位奈良勝史（壬生東小）、篠原立樹、

　　　　　　　　　　　　　　栗原諒、石塚誠也（稲葉小）

･走り幅跳び …３位加藤辰弥（睦小）、６位中村蓮（稲葉小）

･走り高跳び …５位石塚誠也

･女子  100m…３位葭葉沙莉奈（壬生小）、８位関口茉奈（壬生小）

･女子1000m…３位田邉京菜（稲葉小）

･女子4×100mリレー…２位関口茉奈、葭葉沙莉奈

くり はらりょう

くり はらりょう

しの はら り     き

な     ら  まさ ふみ

くめかわしょう

しの   はら り     き

いし づか せい   や

いし づか せい   や

か   とう  たつ   や なか  むら  れん

よし   ば    さ     り    な

よし   ば    さ     り    な

せきぐち   ま    な

せきぐち   ま    な

た   なべ  けい   な



11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です
　子どもたちを児童虐待から守るために、町では、壬生町要保護児童対策地域
協議会を組織し、要保護児童の早期発見やその適切な保護を図っております。

児童虐待とは児童虐待とは児童虐待とは児童虐待とは

これらの行為のことですこれらの行為のことですこれらの行為のことですこれらの行為のことです

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺れさせるなど

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、保護者以
外の同居人による虐待を放置することなど

言葉による脅しや無視、兄弟間の差別的扱い、
子どもの前で配偶者や家族に対して暴力をふ
るう等

身体的虐待 心理的虐待

ネグレクト 性的虐待
性的暴行、性的行為の強要等

≪守ろうよ　未来を見つめる　小さなひとみ≫

そんなとき、ひとりで悩まずそんなとき、ひとりで悩まず
県南児童相談所（　24－6121）または、
町健康福祉課（　81－1831）にご連絡（通告）ください。

お父さん・お母さんへ
　自分だけがうまく子育てができない、助けてくれる人がいない、子
どもの行動が気に入らない、この子がいなかったら…、などと思って
しまい、自分を追い詰めていたら。

子どもたちへ
　家族の誰かにたたかれたり、なぐられたりして痛い思いをしてい
たり、お腹がすいてもご飯をもらえなかったりしていたら。

おも

なか はん

か     ぞく だれ いた

言葉に出来ない子どもの悲鳴を
見ない、聞かない、も虐待です。
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夏の交流会　夢くらぶむつみと育成会

おもちゃ団地夏まつり開催

夏休み合唱講座の
成果を元気に発表
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　８月22日、ＮＰＯ「夢くらぶむつみ」恒例の地元育成会の親子や
高齢者たちを招いて、夏の交流会が行われました。
　育成会の親子対象の工作教室では、割りばしを使ってゴム鉄砲づ
くりが行われました。ＮＰＯメンバーの指導により、親子でゴム鉄
砲を作り、子どもたちはお互いの鉄砲の飛ぶ距離を競い合いました。
　スタッフが太い竹を切り出し、中の節をきれいに削りとって２本
の竹をつないで水を流した本格的な流しそうめんも行い、子どもた

ちは歓声を上げてそうめんを掬い、ほかにもかき氷やバーベキュー、手作り料理を頬張りながら、バンド演奏を聴い
て夏休み終盤の週末を楽しく過ごしました。

　８月23日、中央公民館中ホールにて公民館講座・
夏休み子ども講座（合唱）に参加した子どもたちが
発表会を行いました。
　最初に、合唱講座の生徒たちが鳴り物やスキップ
を使った演出で元気に４曲を歌い上げ、続いてゲス
ト出演の「童謡を歌う集い」がベテランの歌声で４
曲を披露し、最後に「かもめの水兵さん」の合同合唱で締めくくりました。
　夏休み中に５回と少ない練習回数でしたが、子どもたちは練習を積み重ねた歌声を、応援のお父さん・お母さん
たちの前で照れながらも堂々と会場に響かせました。

　８月28日、バンダイモールドセンター芝生広場を会場に、
第４回おもちゃ団地夏まつりが盛大に開催されました。
　会場内には多数のおもちゃ販売や飲食の模擬店が立ち
並び、大勢の家族連れでにぎわいました。特設ステージでは、
町内の小中学校や幼稚園・保育園の児童・生徒による合唱
や吹奏楽などの披露、デジタルカメラやディズニーランド
の招待券等の豪華賞品が当たる大抽選会が行われました。

　また、まつりの最後には、打ち上げ花火が行われ、夏休み最後のイベントに子どもたちは大喜びでした。
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絵本推進講座
「テレビが友だちになるまえに！」

栃木県美術展で芸術の秋を満喫

栃木県民福祉のつどい

広報紙に広告を掲載してみませんか？

かしわざき     み    よ    こ

かみなが

き    の  うち    けい いち

いちかわ

こばやし

さい  とう あつ   お
　８月29日、壬生町保健福祉センターにおいて、児童文学者
斎藤惇夫氏を講師に迎え、「テレビが友だちになるまえに！」
と題した絵本推進講座が行われました。
　講演では、諸外国と日本の文化や生活を対比しながら、メ
ディアが子どもたちの脳や言語能力に及ぼす悪影響に触れ、
両親が絵本を読んであげることで子どもに最上の愛を注ぐ
ことができると伝えました。

　また、参加された方からは「メディアが子どもに与える影響を知り怖くなった」「子どもが嬉しくて楽しく
なるような絵本をたくさん読んであげたい」などの感想をいただきました。

　第24回栃木県美術展出展作品の内から秀逸な美術・工
芸作品107点を一堂に展示する移動壬生展が、9月4日～6
日の3日間、中央公民館中ホールにて開催されました。
展覧会には会期３日間で728名の方が訪れ、本県作家に
よる数々の力作を鑑賞しました。
　入場者の皆さんは、展示作品の表現に感心したり、芸
術談義に花を咲かせたりし、秋晴れのひと時を様々な芸
術作品を熱心に見入って過ごしました。

　９月３日、県民全体が福祉について考え、参加者が自らの活動
への意欲をより高める機会とするため、第15回栃木県民福祉のつ
どいが、宇都宮市文化会館で開催されました。
　その席上、民生委員・児童委員としてその功績が顕著であった
ことなどにより、次の方が表彰を受けられました。（敬称略）
栃木県知事表彰
　民生委員・児童委員　柏　 美代子　小林 キミ子
栃木県社会福祉協議会会長表彰
　民生委員・児童委員　神永 マサ子　市川 フミ子
栃木県共同募金会会長表彰
　民生委員・児童委員　木野内 啓一

　壬生町の広報紙に、お店や会社のPR、
事業やイベントの宣伝など、町民の暮ら
しに役立つ広告を有料で掲載しませんか？
　広報紙は町民の皆さんに広く親しまれ
ており、広告を掲載するには最適なメデ
ィアです。

２色（黒　とシアン　）
毎月11,700部（３・９月号は11,800部）
１段枠（縦50mm×横180mm）
半段枠（縦50mm×横88mm）
20,000円／月
10,000円／月

印 刷 色
発行部数
規 格

掲 載 料



消火器講習会・消火競技大会を開催

「道の駅みぶ」が認定されました

「ワンワン防災会」で初の防災訓練

国谷本田で敬老そば会
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　９月５日、壬生町総合運動場で、壬生町主催、石橋地区消防組合・
壬生町消防団・壬生町女性防火クラブの共催による、消火器講習会
及び第26回消火競技大会が行なわれました。
　汗ばむほどの陽気の中、石橋地区消防組合職員による、水消火器
を使用しての消火器の取り扱い講習が行なわれ、全員が消火器の
使用方法を確認した後は、粉末消火器を用いて、オイルパンで燃え

る火を消す速さを競う、消火競技大会が行なわれ、講習会に参加した方々から７チーム14人が参加となりました。
　なかなか火を消すことが出来ない参加者も多く、無事消火できた参加者からは火を消すたびに歓声が上がり大
会に華を添えていました。

　９月９日、町長室において、「道の駅みぶ」の認定証の伝達が行われ、清水
町長に認定証が手渡されました。
　「道の駅みぶ」は、壬生町総合公園・とちぎわんぱく公園・みぶハイウェーパーク
からなり、平成21年７月31日に栃木県内で16番目の道の駅として登録されました。
　道の駅とは、道路利用者のための「休憩機能」、道路利用者や地域の方の
ための「情報発信機能」、道の駅をきっかけに町と町とが連携する「地域の
連携機能」という３つの機能を併せ持つ休憩施設です。

　９月13日、六美北部自治会（石島松夫会長）の防災会発足式と
総合防災訓練が睦小学校校庭において実施されました。
　これは、安心安全の自治会を目指し平成19年に結成された５
つのワンワンパト隊を基礎とした「六美北部自治会ワンワン防
災会」の発会と同時に、消防・警察・医師会と協力連携して第１
回総合防災訓練を実施したものです。

　委嘱状と防災腕章の交付、石島会長による防災会結成の宣誓の後、睦小学校での大規模災害を想定した、初期消
火隊による消火訓練やバケツリレー、救出救護隊による傷病者の搬送など各業務隊の訓練を行いました。石橋地
区消防組合、消防団、医師会、警察等からも多数参加協力し、はしご車による救出訓練や一斉放水等を行いました。

　９月21日、国谷本田自治会の有志でつくる長男会（　岩基治
会長）は、敬老の日に自治会内のお年寄りを招待して、毎年恒例
の敬老そば会を行いました。
　これは、40年以上続いてきた長男会が地域のために頑張ってこ
られた地元のお年寄りたちに、何らかの感謝の意を形にしたいと
８年前から始まったものです。
　会場の真照寺では、朝早くからそば打ち名人の　岩会長と　
山征夫さんが自分たちで栽培したそばの地粉で４ｋｇのそば
を打ち、長男会の奥さん方が、料理の準備をしました。招待されたお年寄りたちは、季節の野菜で作った料理や打ちたて・
茹でたてのそばが振る舞われ、上がりに本格的な抹茶を点ててもらい堪能しました。

いし じま まつ   お

たか

たか  いわ もと はる

やま ゆき お
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長寿犬飼養者表彰される

第11回花いっぱいコンクール

　９月23日、栃木県動物愛護指導センターにおいて、「元
気いっぱい愛情いっぱい動物と私！」をテーマに命ある
ものである動物の愛護と適正な飼養について、県民の関
心と理解を深めるために「2009とちぎ動物愛護フェステ
ィバル」が開催されました。
　式典の中で、長寿犬飼養者表彰式が行われ、19歳の「リ
ューノスケ」号を飼養している玉木清三郎さんが県内の

ほかの長寿犬飼養者とともに、栃木県獣医師会より表彰を受けました。
　これは、長年にわたり愛情をもって犬を適正に飼養してきたことが、評価されてのことです。

　９月26日、睦地区コミュニティ推進協議会（森田幸男会長）主催による「第11
回花いっぱいコンクール」が行われました。
　これは、花でいっぱいの安心・安全のまちづくりを目指す、睦地区各自治会の花壇
を小学生に審査してもらうもので、睦地区コミュニティ内の12ヶ所を審査しました。
　花壇では、各自治会の役員から花の種類や生育に心がけたこと等の説明を
受け、色とりどりの花壇に小学生ならではのユニークな賞が付けられました。
　なお、花いっぱいコンクールの表彰式は、10月25日のコミュニティ文化祭
で行われる予定です。

もり   た   ゆき  お

交通安全子供自転車栃木県大会　
準優勝！睦小学校！

　フォレストアリーナにおいて、第43回交通安全子供自転
車栃木県大会が行われ、睦小学校（落合輝校長）がシード校
として出場しました。
　大会は、道路標識や交通規則などの筆記試験の他、安全
走行や技能走行が行なわれ、緊迫した雰囲気の中、選手たち（寒河江孝行・大根田菜都実・小口達矢・　田翔・石川采花・
鈴木里奈）は大きなプレッシャーにも負けず見事準優勝を果たし、来年のシード権を獲得しました。
　また、個人の部でも、小口さんが第２位、　田さんが第５位、寒河江さんが第９位に入賞し、さらに寒河江さんは学
科の部、　田さんは技能走行の部で満点賞、小口さんは特別賞を受賞しました。

特別敬老金「100歳」おめでとうございます
　満100歳を迎えられました赤木センさん（９月12日生）に、特別敬老金
を贈り、長寿を祝いました。
　おしゃべりをするのがとても好きな赤木センさん。声にも張りがあ
って、会話を楽しんでいる様子は、100歳とは思えないほど、大変生き生
きしていらっしゃいました。これからも明るく、お元気で長生きしてほ
しいと心から願っております。
　この制度は、平成４年４月から実施しており、10年以上本町に暮らし、
100歳を迎えられた方の長寿を祝い、敬老金を贈っているものです。
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すず   き     り     な





　
９
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、
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続
い
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、
演
芸
の
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午
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な
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き
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ト
ン
ガ
」
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の
ま
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ョ
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ま
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で
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っ
ぱ
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に
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「
鶴
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雅
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ロ
マ
ン
チ
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よ
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た
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年
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の

ヒ
ッ
ト
曲
「
小
樽
の
ひ
と
よ
」
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ら
」
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鶴
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の
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に
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む
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て
楽
し
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を
過
ご

し
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た
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